
(単位 ： ｍ)
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室　戸　岬　　（２４０２） 観測開始：1966年7月   所在地：高知県室戸市室戸岬町
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測地成果
2011に切換
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(単位 ： ｍ)
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※平均成果とは地域を一括して、標高改測する作業です。
「2000年度平均成果」と「測地成果2011」については以下のとおり。
http://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/suijun-2000seika.html
その他の平均成果（昭和44年度平均成果など）は、総称して旧成果と呼びます。
また、2000年（度なし）成果など略称が使われることがあります。


